
1 

 

富士見町小規模多機能型居宅介護施設「一本松の家」の 

社会福祉法人等への移管に伴う運営法人公募要項 

                           

                                       富士見町保健福祉課介護高齢者係 

１．公募趣旨 

富士見町小規模多機能型居宅介護施設「一本松の家」（以下「一本松の家」という。）は、指定

管理者制度を導入して運営しており、指定管理期間は令和９年 3 月末となっています。 

介護保険制度が施行されてから 26 年が経過し、現在では介護保険事業所の多くは民間事

業者によって建設、運営されています。また、町を取り巻く社会情勢が大きく変化し、人口減少

により公共施設の利用需要が変化していくことを踏まえ、公共施設個別施設計画において、「一

本松の家」は、本年度、譲渡予定として計画に位置付けられています。こうしたことから、当該施

設は町が運営するのではなく、事業内容等を鑑み、社会福祉法人等へ建物等を無償譲渡、土地

を無償貸付とし、令和９年度から「一本松の家」の運営を移管することとします。 

つきましては、移管先の選定にあたり、適切な施設管理・事業運営が行える社会福祉法人等

を公募します。 

   

２．「一本松の家」の施設概要（令和８年 10 月 1 日現在） 

（１）所 在 地 富士見町立沢８１５番地 65 

（２）実 施 事 業 通所介護事業（介護）訪問、介護事業（介護）及び短期入所事業（介護・障がい） 

（３）利 用 定 員 ２９名（通所介護事業） 

（４）敷 地 面 積 2,935.37 ㎡ 

（５）建 物 構 造 本体：木造 地上１階  建物総延床面積 ５８９.００㎡ 

 車庫：99.37 ㎡ 

（６）開設年月日 平成２４年４月１日 

 

３．移管の時期 令和９年４月１日 

 

４．譲渡及び貸付の条件 

（１）事業の継続期間 

移管先法人は、移管による事業開始日より 10 年以上、事業を継続することとします。 

（２）建物及び付帯する工作物の無償譲渡 

移管する建物及び付帯する工作物は、富士見町と移管先法人との契約により原状のまま

無償譲渡します。 
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この場合において、建物等の隠れた瑕疵については、富士見町は一切の責任を負いません。 

また、移管を受けた建物等は、所有権移転登記後、速やかに移管先法人の財産に編入して

ください。なお、建物等を移管した日以降は移管先法人の費用により必要な保険に加入し

てください。 

 ただし、次に掲げる場合に至った時は、契約を解除し、建物等を譲渡時の原状に復して富

士見町に返還する必要があります。 

➀建物及び付帯する工作物を移管目的以外の用途に供したとき 

②「一本松の家」を自ら運営しないとき 

③富士見町の承諾を得ずに建物及び付帯する工作物の所有権を移転したとき 

④富士見町の承諾を得ずに建物及び付帯する工作物の抵当権を設定したとき 

⑤移管先法人が信義に抵触し、町が返還の必要があると認めたとき 

  （３）土地の無償貸付 

      移管する建物等（一本松の家）の土地は、富士見町と移管先法人との契約により、10 年間

毎の更新による無償貸付とします。ただし、次のいずれかに該当するときは、富士見町は移管

先法人との契約を解除することができるものとします 

① 契約に定める義務を履行しないとき 

② 富士見町において、公用又は公共の用に供するため、土地を必要とするとき 

なお、事業終了時(４（２）ただし書きによる場合を除く)には建物等を全て除去したうえで、 

富士見町に返還してください。これに要する一切の費用は移管先法人の負担となります。

（４）備品の無償譲渡 

富士見町所有の備品は現状のまま移管します。なお、備品の隠れた瑕疵について富士見町 

は一切の責任を負いません。 

   また、建物等を返還する場合についての備品取扱いについては別途協議が必要です。 

（５）福祉避難所としての機能の維持及び協定書の締結 

    町では、「一本松の家」を福祉避難所に指定しております。今後も災害時には、高齢者等で

介護が必要な方が安心して避難できるよう福祉避難所としての機能、人員配置を維持してく

ださい。契約締結時には、「災害時における福祉避難所としての使用に関する協定書」も締結

していただきます。 

５．応募資格等 

（１）応募資格 

     次の各号のいずれにも該当する社会福祉法人等（ただし、営利法人は除く。）とします。 

➀諏訪地域 6 市町村圏内で介護保険法第 8 条に規定する「居宅サービス事業」、「地域密着型

サービス事業」及び「施設サービス」のいずれかの運営実績があり、町内に法人本部、若しくは
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施設事業所があること。ただし、「居宅サービス事業」の内、福祉用具貸与及び福祉用具販売

は実績から除くこととする。 

②当該施設の確実な運営が見込まれる社会福祉法人等であること。 

（２）欠格資格 

    次の各号のいずれかに該当する者は応募することができません。なお、応募後において該当す

ることになった場合は選定の候補者となることができません。 

① 地方自治法施行令第 167 条の 4 の規定に該当する者 

② 長野県又は県内各市町村から指名停止措置を受けている者 

③ 会社更生法第 30 条または民事再生法第 21 条の規定による手続きをしている者 

④ 国税及び地方税を滞納している者 

⑤ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2 条第 2 号に規定する暴力団及びそ

の利益となる活動を行う者 

 

6.公募手続き 

 （１）公募要項の配布 

   期間 令和８年１０月２日（金）～10 月９日（金） 

       （ただし、土曜日、日曜日、祝日を除く。） 

       午前 9 時から午後４時３０分 

   場所 富士見町落合 10777 番地 

       富士見町役場 保健福祉課介護高齢者係（1 階１3 番窓口） 

       電話   0266-62-9133 

       FAX   0266-62-5228 

         E-mail  kaigo@town.fujimi.lg.jp 

 

 （２）公募要項に関する質問の受付 

    この要項の内容に関する質問は、必ず電子メールにより介護高齢者係へ提出してください。 

    なお、口頭又は電話での質問、期間終了後の質問は一切受け付けしません。 

   期間：令和８年１０月２日（金）～10 月１３日（火） 

   回答：受け付けた質問に対しては、１０月１４日（水）までに、メール及び町ホームページにより回

答します。公正を期するため、窓口、電話で個別には回答はしません。 

 

（３）公募書類の受付  

 受付期間 令和８年 10 月１５日（木）～10 月２２日（木） 

http://web21.fujimi.nagano.local/web21/groupware/asp/Mail/Mail_to.asp?mode=external_input&mail_to=%22%89%EE%8C%EC%8D%82%97%EE%8E%D2%8CW%22%3Ckaigo%3E
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           （ただし、土曜日、日曜日、祝日を除く。） 

           午前 9 時から午後４時３０分 

提 出 先 富士見町役場 保健福祉課介護高齢者係（1 階１3 番窓口） 

 提出方法 窓口へ必ず持参してください。書類の確認を要するため、郵送での受付は行いません。 

 提出部数 正本 1 部、副本（写）７部 合計８部 

 提出書類 

番号 提出書類 備考 

１ 応募申請書 様式１ 

２ 法人等概要説明書 様式２ 

３ 事業計画書 様式３ 

４ 令和 9 年度施設収支計画書 様式４ 

５ 自主事業計画書 任意様式 

６ 
組織・人員体制を示す書類（組織表、職種別人員表、勤

務体制表、就業規則、給与規定） 

任意様式 

７ 令和７年度法人の事業実績報告書 任意様式 

８ 
令和７年度決算書類（資金収支計算書、事業活動収支計

算書、賃借対照表、財産目録） 

任意様式 

９ 令和８年度法人の事業計画書、予算書 任意様式 

１０ 法人の定款（最近のもの） 任意様式 

１１ 法人の登記事項証明書  

〇提出書類の形式は、原則 A4 判（両面印刷可）とします。ただし、証明書類（原本）は除く。 

〇書類は、上記の番号順に紙製ファイル綴じのうえ、書類右部に番号を記した見出しラベルを添付し

てください。 

〇提出書類は、返還しません。 

〇応募に係る経費は、全て応募者の負担となります。 

 

（４）選定会 

  日  時：令和８年 1０月２９日（木）午前１０時００分 

  場  所：富士見町落合 10777 番地 

        富士見町役場 ３階 301～303 会議室 

  出席人数：会場の都合により 1 応募者につき、2 名までの出席とします。 

  説明時間：１応募者につき、30 分以内とします。（質疑含む） 
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 （５）選定結果通知 

  令和８年 11 月初旬までに申請法人宛てに通知します。 

 

７．選定手順 

 （１）選定方法 

   応募者から提出された書類のほか、応募者によるプレゼンテーション及び応募者に対するヒアリ

ングを実施して、選定会が審査し、富士見町長が選定します。 

  

（２）選定基準 

項目 選定基準 

事業主体の適格性について 

①応募した動機、事業の経営理念や方針等

はどうか。 

②既存事業の実績、対外的な評価はどう

か。 

③既存事業の実績が移管後の施設経営に

反映される見込みはどうか。 

④財政基盤や経営状況は適正か。 

事業方針について 

①事業計画の内容が施設の設置目的に合

致しているか。 

②事業計画の内容が具体的、現実的であり

創意工夫が見られるか。 

施設管理方針について 

①施設の利用を促進させる方策がとられて

いるか。 

②法人の経営状況や活動内容から判断し

て、施設の管理者としてふさわしいか。 

サービスの確保及び向上について 

①円滑な移管に向けて利用者へ配慮した引

継ぎが確実に行えるか。 

②自主事業等、利用者へのサービス向上に

つながる内容が具体的に含まれているか。 

③利用の要望、意見、苦情を把握し、改善に

結び付ける方策がとられているか。 

緊急時の対策、防犯・防災対策について 
①非常災害の発生に備えた対策がとられて

いるか。 
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②緊急時対策や防犯対策が明確にとられ

ているか。 

事故防止について 
①事故防止について、マニュアル整備など

の対策がとられているか。 

行政及び地域との連携について 

①行政機関との連携について、適切な考え

を持っているか。 

②地域、ボランティアや家族等の交流・連携

の考えは適切か。 

職員体制及び研修について 

①担当職種として相応しい資格、経験を持

った職員を適正に配置できるか。 

②中長期的な職員の確保策がなされてい

るか。 

③職員の専門知識、技能を向上させる研修

体制が講じられているか。 

④円滑な移管の観点から、現指定管理者職

員の雇用が考慮されているか。 

 

８．契約の締結に係る事項 

（１）富士見町議会の議決について 

   建物等の無償譲渡は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 96 条第 1 項第 6 号の規定

により、富士見町議会の議決を要します。ただし、議決を得られない場合、選定会による決定事項

は一切無効とします。 

（２）仮契約の締結 

契約候補者は、決定の通知を受けた後、速やかに仮契約を締結するものとします。 

（３）仮契約は、富士見町議会の議決をもって本契約の成立となり、令和９年 4 月 1 日付けで「一本

松の家」建物等を譲渡します。 

 

９．移管事業内容 

   移管後の「一本松の家」の運営は、10 年以上の事業継続を行い、その運営に際しては、利用者

の利益を最優先に、次の条件を遵守しつつ、民間の特性を発揮しながら、通所介護、訪問介護及

び短期入所にかかるサービスの維持・向上に努めていくこととします。 

 （1）通所介護・訪問介護・短期入所施設としての運営 

   ① 移管前の小規模多機能型居宅介護施設（通所介護・訪問介護・短期入所サービス）の内容
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をできるだけ継承することで、利用者とその家族の不安解消に努めること。また、富士見町

の施設であったことを尊重し、地域や富士見町の事業に積極的に協力していくことでサー

ビスの公共性及び公益性に配慮すること。 

   ② 移管法人自らが小規模多機能型居宅介護施設（通所介護・訪問介護・短期入所）の運営に

あたること。 

③ 移管を受けた建物及び備品は、施設の運営及び介護支援に関する事業並びに地域との協

働により実施する事業以外の目的に使用しないこと。 

   ④ 移管を受けた建物及び備品の維持管理に要する費用は、移管先法人の負担とする。 

   ⑤ 小規模多機能型居宅介護施設（通所介護・訪問介護・短期入所)の運営に際しては、利用者

及び家族の意見・要望等を把握するとともに、それらに対して誠意を持って対応すること。

また、地域との良好な関係づくりに努め、地域に根ざした施設の運営に配慮すること。 

   ⑥ 政治又は宗教的な活動は行わないこと。ただし、クリスマス会やひな祭り等社会通念に照ら

し一般に認められる行事の実施は差し支えない。 

 （２）営業時間及び休日 

    ① 営業時間は、月曜日から日曜日（祝日を含む）の午前９時から午後４時までとするが、これ

以上に営業することを妨げない。 

    ② 小規模多機能型居宅介護施設（通所介護・訪問介護・短期入所)の休日は、１２月２９日か

ら翌年の１月３日までとするが、必要があると認めるときは富士見町の承認を得てこれを

変更することができる。 

 （３）職員の配置 

    ① 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等に基づいた職員配置を

すること。 

    ② 利用者との関係を継続させるため、現在勤務する職員の積極的な雇用に努めること。 

 （４）施設管理及び維持(運営)に係る諸手続きについて 

     移管後、所有権移転登記と併せて速やかに管理・維持に係る各種諸手続きを行うこと。 

 （５）危機管理 

        利用者の防犯・防災対策について、具体的計画を作成し、施設職員を指導するとともに、万

一に備えて訓練を実施すること。なお、緊急時は次に掲げる事項について特に留意すること。 

    ① 利用者の安全確保(避難、誘導等)及び関係機関への通報に対する対応 

    ② 利用者のけが、病気等について嘱託医等の医療機関との連携 

    ③ 施設内の安全確保（火災、犯罪等の防止） 

 （６）関係法令の遵守 

     社会福祉法(昭和 26 年法律第 45 号)、介護保険法(平成 9 年法律第１２３号)、 指定居
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宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準(平成１１年厚生労働省令第３７号)、

指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準(平成１８厚生労働省令第３５号)、その

他関係法令等を遵守するとともに、長野県並びに諏訪広域連合及び富士見町の指導に従うこ

と。 

 （７）その他 

    ① 「一本松の家」の名称を変更する場合は、地域の理解を得ること。 

    ② 富士見町の承諾なしに、移管を受けた事業を廃止しないこと。 

 ③ 移管先法人は、「一本松の家」の管理運営に必要な書類を整備し、長野県並びに諏訪広域

連合及び富士見町からの求めに応じ、提出できるようにしておくこと。 

   ④ 移管先法人は事業運営内容の積極的な情報公開に努めること。 

     また、事業の実施によって得た個人情報の管理を徹底すること。 

 

１０．選定結果の通知 

（1）選定結果は、応募者に文書で通知するとともに、町ホームページに掲載し、公表します。 

（２）選定結果についての異議申し立ては、一切受け付けません。 

（３）次の事項に該当する場合、失格とし、選考対象としません。 

   ① 提出書類に不備がある場合 

   ② 提出書類に虚偽の記載がある場合 

   ③ 選定会(ヒアリング)に出席しない場合 

 

１１．選定後の手続き 

      移管先法人と富士見町との間で移管にかかる各種事項等を定めた協定を締結し、移管に必要

な協議及び手続を進めます。なお、選定により移管先法人が現指定管理者と異なる事業者とな

る場合は、各事業者間において事業の引継ぎを行っていただきます。この場合は、現指定管理

者は事業所を廃止する旨の届出を行い、移管先の事業者は県及び諏訪広域連合に対し、新た

に事業所を開始するための申請を行う必要があります。 

 

１２．スケジュール 

  令和８年度 

  １０月２日（金）～１０月９日（金）公募の周知（公告、HP）、公募要項の配布 

  １０月２日（金）～１０月１３日（火）公募要項に関する質問の受付 

  １０月１５日（木）～１０月２２日（木）公募書類の受付 
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１０月末 一次審査（書面審査）※随時 

1０月２９日（水） 二次審査（選定会） 

１１月初旬 選定結果の通知、契約候補者の決定、仮契約の締結 

１２月 議会議決をもって本契約の成立 

   １月～３月 移管準備期間 

 令和９年度 

 4 月 1 日（火） 協定の締結、移管後の事業者による運営開始、土地無償貸付開始、建物等譲渡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                【書類提出・事務担当】 

                                〒399-0292  

長野県諏訪郡富士見町落合 10777 番地 

富士見町役場 保健福祉課 介護高齢者係 

担当 河西 

電話 0266‐62－９１３３ 

FAX 0266‐６２－５２２８ 

E‐mail kaigo@town.fujimi.lg.jp 


